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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 23,413 13.9 4,497 34.7 4,811 35.2 3,655 55.2

30年3月期第3四半期 20,557 23.4 3,339 29.3 3,557 25.0 2,355 17.0

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　3,200百万円 （1.9％） 30年3月期第3四半期　　3,142百万円 （50.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 157.20 ―

30年3月期第3四半期 101.37 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第3四半期 55,681 45,578 78.5 1,878.92

30年3月期 52,910 42,527 78.3 1,782.27

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 43,691百万円 30年3月期 41,444百万円

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年2月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。詳細

は、添付資料8ページ「追加情報」をご覧ください。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 12.00 ― 18.00 30.00

31年3月期 ― 15.00 ―

31年3月期（予想） 19.00 34.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

31年3月期期末配当金（予想）の内訳　　普通配当金 15円00銭　　記念配当金 4円00銭

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,000 6.8 5,100 15.5 5,400 18.0 4,000 26.0 172.02

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正につきましては、本日（平成31年2月14日）に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 23,661,000 株 30年3月期 23,661,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 407,412 株 30年3月期 407,301 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 23,253,666 株 30年3月期3Q 23,235,560 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善などを背景に引き続き緩やかな回復

基調にあるものの、米中の貿易摩擦や金融資本市場の変動の影響など、先行きには不確実な要素が増加してきており

留意を要する状況となっております。

当社グループの属する産業防災保安機器業界におきましても、主要顧客である半導体業界の先行きに減速の兆候も

見られますが、足元は旺盛な設備投資に支えられ需要は好調に推移いたしました。

このような情勢のなかで、当社グループは、生産の合理化による原価低減、徹底した経費削減、積極的な営業活動

の展開、新製品開発への積極的な投資、品質管理体制及びサービス体制の充実に継続して取り組んで参りました。

これらの諸施策の結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は234億１千３百万円（前年同四半期比13.9％

増）、連結営業利益は44億９千７百万円（前年同四半期比34.7％増）、連結経常利益は48億１千１百万円（前年同四

半期比35.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は36億５千５百万円（前年同四半期比55.2％増）となりまし

た。

当社グループの事業は、各種産業用測定機器の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、

セグメントごとの経営成績に代えて機種別の売上の状況を以下に記載いたします。

① 定置型ガス検知警報機器

当第３四半期連結累計期間の定置型ガス検知警報機器の連結売上高は、158億４千８百万円（前年同四半期比18.1

％増）となりました。

② 可搬型ガス検知警報機器

当第３四半期連結累計期間の可搬型ガス検知警報機器の連結売上高は、65億７千５百万円（前年同四半期比7.1％

増）となりました

③ その他測定機器

当第３四半期連結累計期間のその他測定機器の連結売上高は、９億８千９百万円（前年同四半期比0.7％減）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末と比較して27億７千１百万円増加し、556億

８千１百万円（前連結会計年度末比5.2％増）となりました。流動資産につきましては、前連結会計年度末と比較して

30億８千９百万円増加し、341億８千６百万円となりました。これは主に、現金及び預金が14億４千２百万円増加した

こと及び電子記録債権が５億４千１百万円増加したこと等によるものであります。固定資産につきましては、前連結

会計年度末と比較して３億１千８百万円減少し、214億９千４百万円となりました。これは主に、シンガポール関係会

社R K Instruments(S) Pte. Ltd.を子会社化したことによりのれんが４億３千１百万円増加したこと及び、本社新社

屋の外構工事の完成等により建物及び構築物が６千２百万円増加した一方、R K Instruments(S) Pte. Ltd.の子会社

化による資本連結等によって投資有価証券が８億７千４百万円減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末と比較して２億８千万円減少し、101億３百

万円（前連結会計年度末比2.7％減）となりました。流動負債につきましては、前連結会計年度末と比較して２千３百

万円増加し、82億２千３百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が３億２千５百万円増加したこと及

び短期借入金が２億２千万円増加した一方、賞与引当金が４億１千１百万円減少したこと及び未払法人税等が３億８

千５百万円減少したこと等によるものであります。固定負債につきましては、前連結会計年度末と比較して３億３百

万円減少し、18億８千万円となりました。これは主に、長期借入金が２億５千６百万円減少したこと等によるもので

あります。
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当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して30億５千１百万円増加し、455

億７千８百万円（前連結会計年度末比7.2％増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益36億

５千５百万円を計上した一方、剰余金の配当が７億６千７百万円あった結果、利益剰余金が28億８千８百万円増加し

たこと及びR K Instruments(S) Pte. Ltd.の子会社化等により非支配株主持分が８億４百万円増加したこと等による

ものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成30年５月14日の決算短信で公表いたしました内容から変更しています。

詳細につきましては、本日（平成31年２月14日）に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧

ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,090,653 7,533,505

受取手形及び売掛金 9,007,216 9,291,452

電子記録債権 2,371,681 2,913,495

有価証券 8,947,103 8,964,091

商品及び製品 2,031,599 2,521,298

仕掛品 1,535,396 1,785,883

原材料及び貯蔵品 459,587 796,618

その他 662,525 390,014

貸倒引当金 △8,736 △9,428

流動資産合計 31,097,027 34,186,931

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,318,659 7,381,052

機械装置及び運搬具（純額） 210,738 217,715

土地 3,820,841 3,899,515

建設仮勘定 142,113 47,039

その他（純額） 1,039,338 1,027,577

有形固定資産合計 12,531,691 12,572,900

無形固定資産

のれん 971,016 1,402,876

顧客関連資産 751,424 684,413

その他 495,904 489,310

無形固定資産合計 2,218,345 2,576,600

投資その他の資産

投資有価証券 5,060,828 4,186,356

退職給付に係る資産 695,744 775,586

その他 1,313,733 1,388,806

貸倒引当金 △6,843 △5,457

投資その他の資産合計 7,063,463 6,345,291

固定資産合計 21,813,501 21,494,793

資産合計 52,910,529 55,681,725
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,488,612 3,814,020

短期借入金 995,000 1,215,000

未払法人税等 825,952 440,757

賞与引当金 901,328 490,295

製品保証引当金 212,694 149,466

受注損失引当金 25,825 46,265

その他 1,750,707 2,067,485

流動負債合計 8,200,120 8,223,291

固定負債

社債 300,000 300,000

長期借入金 850,580 594,400

資産除去債務 2,257 2,687

その他 1,030,419 982,977

固定負債合計 2,183,256 1,880,064

負債合計 10,383,377 10,103,355

純資産の部

株主資本

資本金 2,565,500 2,565,500

資本剰余金 2,826,219 2,826,219

利益剰余金 34,158,709 37,046,786

自己株式 △238,290 △238,557

株主資本合計 39,312,138 42,199,948

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,984,220 1,364,342

為替換算調整勘定 148,076 127,330

その他の包括利益累計額合計 2,132,296 1,491,673

非支配株主持分 1,082,716 1,886,747

純資産合計 42,527,151 45,578,369

負債純資産合計 52,910,529 55,681,725
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 20,557,692 23,413,036

売上原価 11,107,871 12,403,627

売上総利益 9,449,820 11,009,408

販売費及び一般管理費 6,110,398 6,511,944

営業利益 3,339,422 4,497,464

営業外収益

受取利息 17,920 38,419

受取配当金 74,214 81,078

為替差益 76,648 138,140

持分法による投資利益 40,063 25,608

受取保険金及び配当金 10,626 23,319

有価証券売却益 17,966 2,426

雑収入 28,140 32,895

営業外収益合計 265,579 341,888

営業外費用

支払利息 21,758 21,264

社債発行費 3,474 －

固定資産除却損 2,372 1,265

支払補償費 19,205 189

有価証券売却損 － 5,133

雑損失 508 278

営業外費用合計 47,319 28,132

経常利益 3,557,682 4,811,220

特別利益

段階取得に係る差益 － 424,546

固定資産売却益 94,740 10,782

投資有価証券売却益 － 105,986

関係会社株式売却益 － 20,133

特別利益合計 94,740 561,448

特別損失

固定資産売却損 46,844 9,276

減損損失 39,872 －

関係会社株式売却損 33,613 －

固定資産処分損 － 212,262

特別損失合計 120,330 221,538

税金等調整前四半期純利益 3,532,092 5,151,130

法人税、住民税及び事業税 997,274 1,109,722

法人税等調整額 89,125 215,569

法人税等合計 1,086,399 1,325,292

四半期純利益 2,445,693 3,825,838

非支配株主に帰属する四半期純利益 90,252 170,390

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,355,440 3,655,448
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 2,445,693 3,825,838

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 733,070 △625,375

為替換算調整勘定 △55,357 6,497

持分法適用会社に対する持分相当額 19,061 △6,133

その他の包括利益合計 696,775 △625,011

四半期包括利益 3,142,468 3,200,826

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,076,776 3,014,825

非支配株主に係る四半期包括利益 65,692 186,001

決算短信（宝印刷） 2019年02月08日 18時53分 7ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



理研計器株式会社(7734) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であったR K Instruments(S) Pte. Ltd.の株式

を追加取得し連結子会社化したため、同社を連結の範囲に含めております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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